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R
豊
田
検
校
旧
蔵
本

る。
校
伝
之
」
と
い
う
識
語
が
あ
り
、
ま
た
巻
頭

下
記

る。
（
六
ー
一
）
影
印
例
山
。
本
稿
の
中
心
資
料
で
あ

〔

1
〕

の
比
較
対
照
が
要
請
さ
れ
る
わ
け
だ

一
ー

で
あ
る
。

（
朱
印
）
が
存
す
る
。
六
行
本

本
稿
は
、
波
多
野
流
古
譜
本
と
い
う
べ
き
山
口
県
立
図
書
館
本
小
秘
事
の
考
察
を
中
心
と
す
る
が
、
更
に
は
平
曲
秘
事
物
の
史
的
考
察

山
口
県
立
図
書
館
蔵

冊
は
、
「
祇
圏
精
舎
・

小
秘
事
譜
本
と
し
て
の
山
口
県
立
図
書
館
本

に
も
及
び
た
い
。

平

曲

の

小

秘

事

の
二
旬
を
収
め
る
。

「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」

で
、
全
体
に
き
め
細
か
く
節
ハ
カ
セ
が
付
さ
れ
、
ま
た
朱
筆
の
注
記
が
多
い
。

「
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
⑨
』

247
頁
で
、
前
田
流
譜
本
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
「
小
秘
事
（
山
口
県
立
図
書
館
蔵
、
多
賀
神
社
文
庫
旧
蔵
、
文

化
八
年
）
」
は
本
文
献
を
さ
す
ら
し
い
が
、
八
前
田
流
小
秘
事
と
見
る
事
、
文
化
八
年
の
成
立
と
す
る
事
＞
な
ど
、
い
ず
れ
も
誤
り
の
よ
う

小
秘
事
の
諸
譜
本

所
で
山
口
本
小
秘
事
の
性
格
究
明
に
当
っ
て
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
他
の

が
、
そ
の
比
較
作
業
は
、
ま
た
秘
事
物
の
史
的
考
察
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
も
つ

秘
事
物
の
譜
本
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
左
記
④
l
①
の
十
二
本
を
と
り
上
げ
た
。

切
波
多
野
流
小
秘
事

（
略
称
「
山
口
本
」
ま
た
は
⑩
）
ー
山
口
県
立
図
書
館
蔵
。

⑥
師
伝
口
訣
本
（
略
称
「
口
訣
本
」
ま
た
は
R
)
I
奥
村
俊
郎
氏
蔵
。
下
記
（
六
ー
一
）
影
印
例
②
。

、S

、、
し
カ

巻
末
に

田
検
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平

曲

の

小

秘

事

安
永
五
年
九
月
浄
書
本
平
家
正
節
の
原
本
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

の
二
冊
は
別

る
べ
き
か
も
し

3

精
舎

①
平
家
正
節
尾
崎
本
（
略
称
「
尾
崎
本
」
ま
た
は
⑱
）
ー
尾
崎
正
忠
氏
蔵
。
下
記
（
六
ー
一
）
影
印
例
固
゜

の
小
秘
事
二
旬
の
他
、
小
曲
一
編
と
琵
琶
譜
と
が
含
め
ら
れ
る
。
尾
崎
本
平
家
正
節
の
大
部
分
は
荻
野
検
校
旧

そ
の
小
秘
事
冊
に
は
、

（口） R
国
立
国
会
図
書
館
本
（
略
称
「
国
図
本
」
ま
た
は
⑲
）
ー
十
三
冊
か
ら
成
る
波
多
野
流
譜
本
の

に
小
秘
事
三
旬
が
含
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、
小
秘
事
の
み
は
譜
記
が
な
い
。
奥
書
の
類
は
存
し
な
い
が
、

立
か
と
見
る
べ
き
ふ
し
が
あ
る
。
勉
誠
社
刊
「
平
家
物
語
麟
蒻
讐
』
の
解
説
等
も
参
照
の

前
田
流
小
秘
事

年
頃
以
前
の
成

冊
と
し
て

冊
が
あ
り
、
そ
こ

後
か
ら
記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
⑤
と
同
じ
く

と
あ
る
べ

何
か

で
誤
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
字
体
な
ど
も
含
め
て
⑥
に
酷
似
し
て
お
り
、
同

一
月
、
岸
部
検
校
門
人
」
の
部
分
ま
で
は
、

⑥
の
奥
書
と
よ
く
似
た
字
体
で
あ
る
が
、

「
藤
丸
氏
写
」
の
部
分
の

で

人
の

な
る
も
の
か
と
思
わ
せ
る
。

こ

の
「
寛
政
十

秘
事
」
。
巻
末
に

月
、
岸
部
検
校
門
人
藤
丸
氏
写
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
前
記
の
如
く
、

個
々

「
平
家
物
語
小

含
め
て
④
に
酷
似
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
、
④
が
同
じ
岸
部
検
校
門
人

な
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の

⑤
 

る。 十
亥
年
閏
六
月
、

「
波
多
野
流
詠
曲
師
伝

上
」
の
三
句
を
収
め
る
。
そ
の
譜
記
は
左
記
c
R
の
類
と
は
か
な
り
異
な
る
が
、
し
か
し
R
の
場
合
ほ
ど
の
特
異
性
で
は
な
い
。

る
本
で
、
①
平
曲
の
解
説
・
向
小
秘
事
・
血
琵
琶

そ
の
①
に
関
す
る
説
明
で
あ
り
、

R
京
都
府
立
資
料
館
本
（
略
称
「
京
資
本
」
ま
た
は
⑱
）
I
下
記

は
ヽ

の
三
者
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
奥
書
「
文
政

囲
叫
は
後
か
ら
付
さ
れ
た
も
の

（
略
称
「
藤
本
本
」
ま
た
は
®
)
—
奥
村
俊
郎
氏
蔵
。
（
六
I
-
）
影
印
例
③
。
右
記
一
＿
一
句
を
収
め
る
。

巻
末
に
「
皇
都
岸
部
検
校
門
人
南
紀
藤
本
氏
写
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
の
面
も

）
影
印
例
④
。
右
記
一
二
旬
を
収
め
る
。

は



①
也
有
本
平
語
（
略
称
「
也
有
本
」
ま
た
は
⑱
）
ー
横
井
緑
時
氏
蔵
。
秘
事
物
は
含
ま
れ
な
い
が
、
巻
十
一
に
「
善
光
寺
炎
上
」
の
旬
が
あ

る
。
横
井
也
有
の
写
本
で
あ
る
ら
し
く
、

頭
に
は
、
「
前
田
ー
山
下
ー
桐
山
ー
谷
浦
」

本
が
、
後
に
尾
張
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
せ
る
。
渥
芙
か
を
る
氏
の
解
滋
（
角
川
書
店
影
印
本
）
や
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
7
1
頁
ー

い）

巻
末
に
、
「
宝
暦
四
年
秋
伝
受
之
卒
」
の
奥
書
と
「
野
有
之
印
」
の
角
印
が
存
す
る
。
ま
た
巻

と
い
う
よ
う
な
系
譜
が
記
さ
れ
て
お
り
、

「
祇
園
精
舎
」
や
「
善
光
寺
炎
上
」
の
譜
本

で
き
な
い
。

『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
8
4
頁
ー
等
も
参
照
の
事
。

灌
頂
冊
の
目
次
部
分
に
は

「
豊
川
勾
当
所
持
…
・
:
」

れ
な
い
。
即
ち
そ
の
二
冊
は
、
他
の
諸
冊
と
違
っ
て
「
荻
野
知
一
」
の
朱
印
が
な
い
し
、
ま
た
書
物
と
し
て
の
体
裁
も
や
や
異
な
る
の
で

R
奥
村
家
蔵
本
（
略
称
「
奥
村
本
」
ま
た
は
⑱
）
ー
奥
村
俊
郎
氏
蔵
。
下
記
（
六

I
-
）
影
印
例
⑥
。
右
記
二
旬
を
収
め
る
。
奥
書
識
語
の

類
は
全
く
な
い
が
、
或
い
は
R
R
等
に
準
ず
る
波
多
野
流
関
係
の
人
が
写
し
た
正
節
本
か
も
し
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
は
正
節
本
の
一
種

と
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
節
ハ
カ
セ
は
、
①
ゃ
R
な
ど
と
異
な
っ
た
面
が
あ
れ
こ
れ
認
め
ら
れ
る
。

®
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
本
（
略
称
「
演
博
本
」
ま
た
は
⑱
）
—
下
記
（
六l
-
）
影
印
例
⑦
。
巻
十
二
下
冊
に
灌
頂
五
旬
と
小
秘
事
ニ

句
と
が
収
め
ら
れ
る
が
、
「
祇
園
梢
舎
」
は
、
灌
頂
五
旬
と
同
様
七
行
本
仕
立
て
、
「
延
喜
聖
代
」
は
十
行
本
仕
立
て
。
演
博
本
自
体
は
十

二
巻
上
下
の
二
十
四
冊
で
、

東
大
南
葵
文
庫
本
と
同
様
、

秘
事
二
旬
を
含
む
巻
十
二
下
冊
に
限
り
、
概
ね
正
節
本
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
譜
記
も
原
則
と
し
て
正
節
本
式
の
み

ほ
ぽ
正
節
本
と
一
致
す
る
。
尚
こ
の

で
あ
り
、
江
戸
前
田
流
式
の
譜
記
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
詞
章
面
も
改
訂
の
あ
と
が
少
な
い
が
、

伝
ふ
、
此
譜
本
は
其
当
時
の
譜
本
と
認
む
…
…
」
と
い
う
館
山
漸
之
進
の
識
語
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
わ
け
だ
が
、
仮
に
そ
の
館
山
氏
説
が
当
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

あ
る
。

平

曲

の

小

秘

事

前
田
か
ら
山
下
五
一
に
伝
え
ら
れ
た
京
都
前
田
流

江
戸
式
前
田
流
本
を
正
節
本
に
補
訂
し
た
体
裁
を
と
る
が
、

「
豊
川
検
校
名
古
屋
に
行
き
改
正
の
平
家
を
学
び
江
戸
に
帰
り
第
六
世
麻
岡
検
校
に

こ
の
譜
本
を
通
常
「
豊
川
本
」
と
称
す
る
の
も

こ
の
小
秘
事
自
体
を
江
戸
前
田
流
の
豊
川
本
と
称
す
る
事
は

灌
頂
五
旬
と
小

4
 



一
般
に
波
多
野
•
前
田
両
流
の
詞
章
差
が
多
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
下
記

詞
章
差
が
見
ら
れ
る
場
合
、
山
口
本
は
す
べ
て
波
多
野
流
本
と

多
野
流
諸
本
の
他
、
⑯
や
⑱
も
山
口
本
と

〔

1
〕

平

曲

の

小

秘

事

小
秘
事
は
、

つ
い
て
は
、

跛
が
あ
る
。
巻

①
秦
音
曲
紗
（
略
称
R
)
I
山
口
県
立
図
書
館
蔵
。
波
多
野
流
古
譜
本
と
見
ら
れ
る
。

「
善
光
寺
炎
上
」
の
旬
が
あ
る
が
、

の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
が
、

「
享
保
十
四
年
、

7
9
集
拙
稿
や
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

31
頁
ー
等
も
参
照
の
事
。

と
称
さ
れ
て
き
た
も
の
。

R
筑
波
大
学
蔵
本
（
略
称
「
筑
波
本
」
ま
た
は
R
)
ー
従
来

ま
で
に
節
ハ
カ
セ
が
付
さ
れ
る
が
、
「
祇
園
精
舎
」
は
譜
記
が
な
い
。
尚
そ
の
譜
記
は
従
来
の
説
と
異
な
り
、

本
文
詞
章
は
両
流
分
岐
以
前
の
師
堂
派
本
で
あ
る
ら
し
い
。
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
2
0
頁
ー
・

①
静
嘉
堂
文
庫
本
（
略
称
「
静
嘉
堂
本
」
ま
た
は
＠
）
ー
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
の
平
か
な
交
り
八
行
本
。

一
の
十
句
及
び
巻

こ
こ
で
は
山
口
本
の
詞
章
や
節
ハ
カ
セ
を
、
右
記
④

l
①
の
小
秘
事
諸
本
と
仔
細
に
比
較
検
討
し
て
み
た
結
果
、
こ
れ
を
波
多

野
流
の
古
譜
本
と
見
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。
以
下
そ
の
比
較
考
察
に
関
し
、
若
干
の
記
述
を
試
み
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
作
業
に

〔
甲
〕
）
回
の
諸
例
な
ど
、
両
流
の

致
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
江
戸
前
田
流
の
⑱
と
の
対
立
に
注
目
し
た
い
。
⑱
⑱
の
正
節

波
多
野
流
本
と
し
て
の
山
口
本
小
秘
事

（
六
）
の
諸
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

致
し
、

そ
の
逆
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
回
の
諸
例
中
、
岡
ー
⑳
は
波

〔

2
〕

多
野
流
の
譜
記
が
あ
る
が
、

一
の

に
は
節
ハ
カ
セ
が
な
い
。
そ
の
本
文
詞
章
は
妙
観
派
の
も
の

の
五
旬
に
波

照 の

カ
ナ
交
り
八
行
本
で
、
巻

題
の
下
に
「
別
冊
記
」
と
注
記
さ
れ
る
。

上
及
び
巻
二
下
に
そ
れ
ぞ
れ

何
れ
も
節
ハ
カ
セ
が
付
さ
れ
ず
、
標

の
事
。

の
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口
訣
本

そ
れ

本
が
波
多
野
流
本
と

る
。
例
え
ば
⑩
ー
⑬
の
諸
例
は
い
ず
れ
も
⑱
の
孤
立
例
で
あ
り
、
⑱
の

、
R
ゃ
①
の

〔

1
.
1〕

〔

1
.
2〕

山
口
本
の
曲
節
標
示
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
下
記
（
六
〔
乙
〕
の
例
②
④
）

や
波
多
野
流
の
松
岡
本
・
国
図
本
・
静
嘉
堂
本
等
所
掲
の
「
波
多
野
流
節
名
目
」
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
前
田
流

的
な
譜
本
で
も
ま
た
そ
の
節
名
目
で
も
、
す
べ
て
「
下
リ
（
或
い
は
降
リ
）
」
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

山
口
本
の
譜
記
面
で
、

対
照
表
を
作
る
ま
で
も
な
く
、

.• 

2
1
1〕

わ
け
だ
が
、

（六

（
注
）
本
稿
に
お
い
て
、
節
ハ
カ
セ
は
す
べ
て
〔

興
味
深
い
の
で
あ
る
。

い
う
点
で

D
説
と
峻
別
さ
れ
る
＞
事
は
、
特
に

き
ハ
カ
セ
が
存
す
る
。
元
来
、
前
田
流
本
は
白
声
と

の
区
別
の
曖
昧
な
も
の
が
多
く
、
時
に
は
筑
波
本
・
也
有
本
な
ど
白
声
の
皆

ハ
カ
セ
を
付
し
た
本
が
殆
ん
ど
な
い
が
、

荻
野
が
波
多
野
流

さ

往
波
多
野
流
本
的
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。
波
多
野
流
は
京
都
の
平
曲
だ
っ
た
為
か
、
語
り
旬
た
る
白
声

京
都
以
外
の
各
地
へ

無
な
譜
本
も
あ
る
だ
け
に
、
八
山
口
本
や
波
多
野
流
諸
譜
本
の
白
声
が
、
譜
記

〕
印
で
包
ん
だ
。

山
口
本
の
譜
記
は
い
ろ
い
ろ
と
複
雑
で
あ
り
、

・
京
資
本
な
ど
波
多
野
流
本
に

（
六
〔
丙
〕
の
り
ー
図
諸
例
）
〔
一
し
〕
〔
＿
＿

d

〕

致
（
ま
た
は
相
似
）

）
の
譜
記
対
照
例
で
も
、
そ
の
一
端
を
示
す
に
留
め
た

〔
＿
＿
言
の
類
や
〔

v,戸
〕
〔
ィ
＿
し
ャ
‘
〕
〔
て
い
〕
〔
べ
〕
の
如
き
は
、

て
注
目
を
ひ
く
。
特
に
〔
一
占
ー

2
7ふ
ノ
〕
の
類

た
前
田
流

〔
上
〕
〔
／
〕
の
如

(
7
ー
9
頁
そ
の
他
）
部
分
に
譜
記
が
な
い
事
な
ど
は
、

〔
丙
〕
）
の
如
き

具
体

の
名
称
な
ど
は
、
追
増
平
語
偶
談

れ
る
。

古
い
前
田
流
本
と
い
う
事
に
な
る
。
ま
た
帥
ー
閲

、
或
程
度
古
い
前
田
流
本
の
姿
が
窺
え
る
か
と
も
思
わ

い
う
事
も
考
え
ら
れ
る
が
、

更
に
は
下
記

〔
甲
〕
）
バ
目
の
諸
例
中
に
も
、

〔1
〕
）
事
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
。

致
す
る
の
は
、

平

曲

の

小

秘

事

右
記

山
口
本
の
波
多
野
流
本
的
性
格
を
物
語
る
も
の
が
あ
り
そ
う
で
あ

学
び
そ
れ
を

で
な
い
な
ら
ば
、

の
石
塚
検
校
に
伝
え
た
（
下
記
四
ー
一
の

6



平

曲

の

小

秘

事

に
秘
曲
と
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
も
、

（
享
保
四
年
容
翁
曳
書
）
な
ど
に
よ
る
と
、

い
わ
ゆ
る
大
秘
事
や
小
秘
事
と
は
別
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

を、

〔

1

．2
ー

2
〕

下
記
（
六
〔
丙
〕
）
の
例
日
田
の
場
合
、
山
口
本
の
〔

k
X
~
J
l〕
に
対
応
す
る
波
多
野
流
本
の
譜
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〔
入
〕
〔
～
〕
の
如
き
形

象
を
と
る
が
、
波
多
野
流
諸
本
の
「
節
名
目
」
で
は
、
一
お
う
〔
｛
＾
（
入
）
〕
〔
～

11（
引
捨
）
〕
の
如
く
、
山
口
本
と
同
じ
形
象
で
示
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
下
記
対
照
例
に
示
さ
な
か
っ
た
も
の
に
も
、
〔
／
う
り
イ
／
〕
な
ど
波
多
野
流
本
に
似
た
節
ハ
カ
セ
が
し
ば
し
ば
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尤
も
山
口
本
小
秘
事
を
波
多
野
流
本
と
見
る
立
場
に
つ
い
て
は
、
さ
し
当
り

に
か
か
る
面
も
あ
る
。

即
ち
前
田
流
の
小
秘
事
⑯
⑱
⑱
の
類
が
、

し
、
R
l
⑲
な
ど
波
多
野
流
の
小
秘
事
は
、
右
記
の
他
「
善
光
寺
炎
上
」
を
含
む
三
旬
に
な
っ
て
い
る
。

で
、
山
口
本
は
一
お
う
前
田
流
本
に
似
て
い

〔

2
.
1〕

多
野
流
小
秘
事
の
古
い
姿
と
考
え
た
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
例
え
ば
左
記
(
i
)
l
(
i
v
l
V
)

「
祇
園
精
舎
・

し
て
「
剣
・
鏡
・

山
口
本
と
同
様
「
祇
園
精
舎
・

を
含
む
波
多
野
流
小
秘
事
R
R
⑲
の
類
に
お
い
て
も
、

の
二
句
を
掲
げ
て
お
り
、

の
如
き
が
あ
げ
ら
れ
る
。

る
。
而
し
て
こ
の
様
な
場
合
は
、
や
は
り
巻
末
の
秘
事
伝
授
目
録
の
姿
を
古
態
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

の
三
旬
が
大
秘
事
、
「
祇
園
精
舎
・

っ
て
み
て
も
、

り
、
波
多
野
流
も
前
田
流
と
袂
を
分
っ
た
当
時
は
、
そ
れ
を
う
け
つ
い
だ
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
指
南
抄
』
．

（
貞
享
三
年
山
本
九
左
衛
門
他
刊
）
．
『
平
家
物
語
大
秘

灌
頂
巻
や
「
国
綱
沙
汰
．
都
遷
．
願
文
・

・
城
南
離
宮
」
と
共

秘
』
（
彰
考
館
本
は
寛
政
期
の
写
だ
が
慶
長
写
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
）

の

一
句
が
小
秘
事
と
い
う
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
た
も
よ
う
で
あ

（社）

そ
の
ほ
か
種
々
の
文
献
か
ら
平
曲
関
係

波
多
野
・
前
田
両
流
分
岐
以
前
の
秘
事
物
は
、

原
則
と

の
「
平
家
秘
事
伝
授
」

は
平
家
正
節
な
ど
の
場
合
と
同
様
、

炎
上
物
五
句
に
含
め
ら
れ

(
i
)
 

で
は
、

い
ず
れ
も

そ
う
い

な
る
が
、
し
か
し
私
は
、
む
し
ろ
こ
の
山
口
本
を
波

の
二
旬
で
あ
る
の
に
対

〔

2
〕

ま、

’~">~.

そ
の
譜
記
形
象
の
み
で
な
く
、

具
体
的
な
用
法
面
も
含
め
て
波
多
野
流
本
的
性
格
が
著
し
い

の
旬
が
な
い
事
な
ど
、
多
少
気

7
 



R
⑯
に
似
た
ハ
カ
セ
と
言
え
よ
う
。

C
1
1
)
 

そ
の
他
、

目
さ
れ
る
。

波
多
野
流
古
譜
本
と
し
て
の
山
口
本
小
秘
事

て
い
て
、
興
味
を
ひ
く
。

そ

・
用
法
と
も
に
⑱
や
⑱
と
一
致
し
て
い

山
口
本
と
の
直
接
的
な
譜
記
比
較
は
無
理
だ
が
、
さ
し
当
り
下
記
（
六
〔
丙
〕

(
i
)
l
C
1
1
1
)

は
そ
の
例
で
あ
る
。

〔

1
〕

こ
こ

の
旬
は
全
く
同
文
で
あ
る
の
に
、

で
は

喜
聖
代
」
は
全
く
同
文
で
あ
る
が
、

(．

l
V
)
 

ら
れ
る
。

C111) 

（
六
〔
甲
〕
諸
例
）
の
如
く
、

旬
は
、
波
多
野
・
前
田
両
流
の
詞
章
差
が
少
い
ー
特
に
「
延

尾
が
没
し
た
為
、
前
田
流
の
秘
事
物
を
習
得
し
得
ず
、

節
序
文
）
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、

旬
ほ
ど
大
切
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え

平
家
正
節
の
小
秘
事
に
は

平

曲

の

小

秘

事

波
多
野
流
の
河
瀬
検
校
に
秘
事
物
を
学
ん
だ
」
と
い

は
波
多
野
流
小
秘
事
と
し
て
、
他
の

・
延
喜
聖
代
」
の

の
場
合
は
か
な
り
の
詞
章
差
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
波
多
野
流
の
秦
音
曲
紗
と
、

•
藤
本
本
・
京
資
本
・
国
図
本
の
類
と
を
比
べ
て
み
て
も
、

べ
き
は
、
山
口
本
小
秘
事
の
節
ハ
カ
セ
が
、
波
多
野
流
古
譜
本
と
い
う
べ
き
秦
音
曲
紗
や
平
家
語
本
（
略
称
R
及

び
⑯
。
そ
れ
ぞ
れ
本
文
献
と
同
じ
山
口
図
書
館
及
び
同
文
書
館
の
蔵
本
）
に
よ
く
似
て
い
る
事
だ
ろ
う
。

(
i
)

⑱
や
⑯
は
譜
本
と
し
て
の
秘
事
物
を
欠
く
故
、

腐
回
）
〔
）
（
諸
本
の
匁
叩
｝
〕
〔
上
）
（
大
廻
上
）
〕
〔
f
)
（
大
廻
下
）
〕
の
如
き
は
、

（
丹
羽
敬
仲
の
平
家
正ロ

次
の
如
き
が
数
多
あ
げ
ら
れ
る
。
尤
も
こ
れ
ら

山
口
本
の
譜
記
形
象
が
R
⑮
の
そ
れ
に
似
て
い
る
例
と
し
て
は
、

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
用
法
に
関
し
⑱
⑯
と
の
間
に
或
程
度
の
差
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
そ
う
だ
が
、
し
か
し
巨
視
的
に
は
や
は
り

の
旬
が
含
ま
れ
な
い
が
、

こ

「
荻
野
は
前
田
流
平
曲
修
業
中
に
師

8
 



（社）

わ
れ
る
。

平

曲

の

小

秘

事

れ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
巻
一
上
の

(
i
)
 

〔

2
〕

古
譜
本
と
見
ら
れ
る
故
、
当
然
、
山
口
本
小
秘
事
も
そ
れ
に
準
ず
る
波
多
野
流
古
譜
本
と
考
え
ら
れ
る
。

ん
な
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

性
に
つ
い

（
い
）
⑩
よ
り
も
®
の
方
が
波
多
野
流
諸
本
に
似
て
い
る
—

R
は
秘
事
物
が
な
い
が
、
巻
二
下
の
「
善
光
寺
炎
上
」
の
旬
は
全
く
節
ハ
カ
セ
が
な
く
、

立
す
る
。

標
示
は
、
一
お
う
山
一
の
共
通
点
と
言
え
る
。
R
R
R
な
ど
波
多
野
流
諸
本
の
場

合
、
具
体
的
な
曲
節
標
示
は
概
ね
「
下
リ
」
形
で
あ
っ
て
、
山
口
本
及
び
⑱
⑮
（
例
え
ば
R
の
巻
7
下
111)
の

C111) 

こ
ヽ
。

t
l
 

た
だ
し
こ
の
場
合
、
山
口
本
を
⑱
や
⑱
と
等
質
の
譜
本
と
見
な
す
事
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
例
え
ば
左
記

Hl回
な
ど
、

い
に
関
し
て
は
今
後
に
ま
つ
面
も
あ
る
が
、
波
多
野
流
諸
本
(
R
R
R
⑲
な
ど
）
と
の
相
関

左
記
回
の
面
よ
り
も
い
の
面
が
め
だ
っ

お
け
る

ま
た
曲
節
栢
示
の
面
で
、
山
口
本
の

概
ね
〔
コ

x
〕

〔
V’
〕
ー
下
出
（
六
〔
丙
〕
）
姐
の
諸
例
。

卿
の
諸
例
。

〔

K
毒
〕
ー
下
記
目
の
諸
例
。

〔
／
ス
？
ィ
〕
ー
概
ね
波
多
野
流
諸
本
は
〔
／
ス
？
〕
‘
⑱
は
〔
—
—

R
ゃ
⑯
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
譜
rlciL
形
政
に
つ
い
．
て
は
、
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

〔
ア
〕
〔
寸
〕
ー
下
記
り
の
諸
例
。

〔／
n
ト
ハ
り
ヽ
〕
〔
／
n
卜
‘
〕
ー
波
多
野
流
諸
本
や
⑱
は

7
9
集
拙
稿
等
で
も
述
べ
た
如
く
波
多
野
流
の

ま
り
R
よ
り
も
＠
の
方
が
古
色
を
示
す
例
。

と
全
く
同
じ
扱
い
で
あ
る
故
、
既
に
「
善
光
寺
炎
上
」
を
小
秘
事
に
含
め
て
い
た
と
思

下
記
（
六
の
〔
甲
〕
）
諸
例
の
如
く
、
＠
の
「
祇
園
精
舎
」
は
波
多
野
流
諸
本
と
同
文
で
あ
る
が
、
＠
の

而
し
て
そ
の
⑱
や
⑯
は
、
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

う
か
。

3
1
頁
ー
や

の
下
に
「
別
冊
記
」

は
、
波

い
ろ

が
波
多
野
流
の
節
名
目
に
一
致
す
る
事
は
、
前
述
の
如
く
だ
が
、
し
か
し

7
9
集
拙
稿
な
ど
を
参
照
さ
れ

今
〕
ー
下
記
闊
ー

，
 



逆
に
⑱
よ
り
も
⑩
の
方
が
波
多
野
流
諸
本
に
似
て
い
る
例
。

次
は
い
ず
れ
も
＠
の
譜
記
形
象
が
波
多
野
流
諸
本
と
一
致
し
、
⑱
と
対
立
す
る
例
で
あ
る
。

（
い
）
「
予
叫
阻
．
二
淘
居
・
三
淘
居
…
」
の
譜
記
ー
⑱
は
〔
一
ッ
―
―
ッ
．
＿
＿
＿
ツ
．．
 
〕
、
＠
は
波
多
野
流
諸
本
と
同
様
〔
一

p.-̀．
芙
…
〕

（
ろ
）
「
引
捨
」
の
譜
記
ー
⑱
は
〔
万
〕
が
多
い
が
、
＠
は
波
多
野
流
諸
本
と
同
様
、
概
ね
〔
て
巳
尤
も
〔

E
>〕
の
ハ
カ
セ
は
⑱
に

オ
イ
キ

も
存
す
る

(
R
7
下
72

「
運
命
」
の
語
末
な
ど
）
が
、
量
的
に
見
て
〔
万
〕
の
形
象

(
R
7
下
79

「
老
木
」
の
語
頭
な
ど
）
が
多
い
。

〔
3
〕
「
古
譜
本
」
と
言
え
ば
、
下
記
（
六
〔
丙
〕
の
例
困
ー
旧
）
の
如
く
、
山
口
本
の
〔
V

ゥ
〕
ジ
r
〕
〔
盲
引
〕
等
に
対
応
す
る
波
多
野
流
諸

0

0

 

本
の
ハ
カ
セ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
〔
／
〕
〔
入
〕
〔
～
〕
の
如
き
形
象
で
あ
る
が
、
『
平
語
偶
誌
』
所
収
「
波
多
野
流
古
来
節
名
目
」
で
は

「
名
（
浮
）
・
／
＾
（
入
）
．

f
り
（
引
捨
）
」
の
如
く
、
山
口
本
と
同
じ
譜
記
形
象
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
波
多
野
流
諸
本
の
譜
記
〔
コ
〕
や
〔
～
う
り
～
〕
〔
／
〕
〔
＼
〕
〔
一
ノ
コ
ヘ
〕
〔
ニ
ノ
コ
ヘ
〕
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
山
口
本
の
〔
／
っ
卜
へ
IV〕ヽ

〔
名
ト
ハ

Iiヽ
〕
や
〔
／
ユ
？
と
そ
え
〕
〔

7
〕
＂

V
戸
〕
号
戸
〕
な
ど
に
対
す
る
略
記
法
の
類
と
見
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
逆
の

傾
向
は
な
い
。
而
し
て
こ
の
種
の
略
記
法
も
、
一
般
的
に
は
新
し
い
姿
と
見
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

〔

3
.
1〕

て
の
山
口
本
小
秘
事
自
体
も
、
相
当
古
い
成
立
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
山
口
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
文
化
八
年
」
と
見
る

説
（
『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
⑨
』

247
頁
や
472
頁
）
も
あ
る
が
、
そ
の
説
は
、
「
文
化
八
年
校
割
帳
御
改
之
外
」
と
い
う
表
紙
帖
紙
の
記
事
か

ら
誤
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
山
口
本
の
成
立
は
も
っ
と
潮
る
。
さ
し
当
り
山
口
本
の
識
語
の
「
武
州
豊
田
検
校
」
を
前
田
流
の
豊
田
雅
一

と
見
る
な
ら
ば
、
山
口
本
の
成
立
は
元
文
頃
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
豊
田
雅
一
は
延
享
二
年
の
没
（
『
研
究
史
大
成
⑨
』

450
頁
の
延

(
．

l
V
)
 

（回）
C
1
1
1
)
R
の
譜
記
形
象
に
は
次
の
如
く
、
＠
と
波
多
野
流
諸
本
と
の
中
間
的
性
格
と
い
う
べ
き
例
が
存
す
る
。

こ
と
は
り

「
断
」
の
譜
記
ー
⑩
は
〔
コ
ト
ハ
リ
〕
〔
コ
ト
ハ
ル
〕
、
R
は
〔
コ
ト
〕
、
波
多
野
流
諸
本
は
〔
コ
〕

右
記
「
山
口
本
が
波
多
野
流
の
古
譜
本
だ
」
と
い
う
の
は
、
勿
論
そ
の
内
容
に
関
す
る
話
で
あ
る
が
、
更
に
は
文
献
と
し

多
野
流
諸
本
と
の
間
に
相
当
な
詞
章
差
が
見
ら
れ
る
。

平

曲

の

小

秘

事

10 



る。

平

曲

の

小

秘

事

波
多
野
•
前
田
両
流
本
の
一
般
的
な
詞
章
差
に
つ
い
て
は
、

へ
の
反
証
で
は
な
い
。

〔

1
〕

享
元
年
」
説
は
誤
り
だ
ろ
う
）
だ
が
、

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、

〔

3
.
2〕

ま
た
そ
れ
が
、

平
家
吟
譜
（
元
文
二
年
江
戸
で
成
立
）
編
纂
の
為
の
吟
味
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で

と
も
あ
れ
山
口
本
は
、
言
わ
れ
る
如
き
「
文
化
八
年
成
立
の
前
田
流
小
秘
事
」
（
『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
⑨
』

247
頁
な
ど
）

で
な
く
、
波
多
野
流
の
古
譜
本
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
う
言
え
ば
右
記
『
大
成
⑨
』

247
頁
で
は
、
「
山
口
本
小
秘
事
と
同
譜
形
の
前
田
流
本
」

と
し
て
、
山
口
県
立
図
書
館
蔵
の
『
平
家
語
書
』
を
掲
げ
る
が
、

あ
る
。

『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

こ
れ
も
波
多
野
流
古
譜
本
た
る
『
平
家
語
本
』
を
指
す
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
9
4
頁
や
『
文
学
研
究
』
7
9
集
拙
稿
そ
の
他
も
参
照
の
事
。

本
文
詞
章
に
関
し
て
は
、
下
記
（
六
〔
甲
〕
の
諸
例
）
の
如
く
、
山
口
本
の
特
異
性
が
め
だ
ち
、

111
頁
ー
等
で
も
或
程
度
述
べ
た

り
著
し
く
な
い
わ
け
だ
が
、
し
か
し
こ
れ
は
、
波
多
野
・
前
田
両
流
本
の
差
が
少
い
為
で
あ
り
、
山
口
本
を
波
多
野
流
古
本
と
見
る
立
場

〔

1
.
1〕

而
し
て
こ
の
場
合
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
小
秘
事
の
詞
章
に
関
し
、

う
事
だ
ろ
う
。
前
田
流
本
中
で
も
⑯
⑱
の
正
節
本
は
、
下
記
（
六
〔
甲
〕
諸
例
）
の
如
く
殆
ん
ど
波
多
野
流
本
と
一
致
す
る
し
、

前
田
流
本
⑱
や
⑱
と
波
多
野
流
本
と
の
差
も
多
く
は
な
い
。
下
記
（
六
〔
甲
〕
）
の
例
闘
ー
⑬
な
ど
は
、

波
多
野
流
本
と
の
対
立
例
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、

-
1
.
1ー

1
-

四
小
秘
事
の
本
文
詞
章

い
わ
ゆ
る
波
多
野
•
前
田
両
流
本
の
差
が
少
い
と
い

前
田
流
の
豊
田
雅
一
が
波
多
野
流
本
を
入
手
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
他
の

一
往
⑱
や
⑱
）
な
ど
の
前
田
流
本
と

こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
或
程
度
⑱
や
⑱
の
誤
記
と
い
う
よ
う
な
特
殊
事
情
も
想
定
さ
れ

そ
の
波
多
野
流
本
的
性
格
は
余

そ
れ
は
恐
ら
く
江
戸
下
り
以
前
の
事

11 



(•IV) 

尤
も
そ
の

(
•
I
V
)
な
ど
は
、

C111) 

同
じ
前
田
流
本
で
も
演
博
本
や
也
有
本
と
正
節
本
と
の
間
に
は
、

る。
（社）

(
i
)
 

〔

2
〕

下
記
（
六
〔
甲
〕
）

下
記
（
六
〔
甲
〕
）
の
例
雨
り
の
如
き
差
が
見
ら
れ

が
、
そ
の
違
い
は
か
な
り
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
「
殿
上
闇
討
．
鑢
」
以
下
三
十
五
旬
の
詞
章
差
を
調
べ
て
み
て
も
、
前
田
流
の

平
家
正
節
・
豊
川
本
・
也
有
本
と
、
波
多
野
流
京
大
本
と
の
間
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
476.486.488
例
の
異
同
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
波

多
野
流
本
と
覚
一
本
と
の
差
(
6
3
6
例
）
や
葉
子
本
と
の
差
(
5
9
0
例
）
に
は
及
ば
な
い
が
、

刊
本
と
の
差
（
叫
例
）
よ
り
も
著
し
い
の
で
あ
る
。

が
全
体
と
し
て
大
き
く
相
違
す
る
よ
う
な
例
も
あ
る
。

べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

一
お
う
左
記
凶
⑱
の
両
者
が
考
え
ら
れ
る
が
、

囚
秘
事
物
は
一
般
に
伝
承
が
厳
し
く
、
も
と
も
と
詞
章
変
化
が
起
ら
な
か
っ
た
。
⑱
秘
事
物
に
も
或
程
度
の
詞
章
差
が
あ
っ
た
が
、
何

ら
か
の
事
情
で
波
多
野
・
前
田
両
流
本
が
同
一
詞
章
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〔

2
.
1〕

こ
こ
で
は
⑱
を
採
り
た
い
。

而
し
て
、
本
稿
が
⑱
の
解
釈
を
採
っ
た
理
由
は
、
概
ね
左
記

(
i
)
l
(
•
I
V
)

の
如
く
で
あ
る
。

波
多
野
流
古
譜
本
と
い
う
べ
き
山
口
本
と
波
多
野
・
前
田
両
流
諸
本
と
の
間
に
は
、

め
ら
れ
る
。

同
じ
く
波
多
野
流
古
譜
本
た
る
秦
音
曲
紗
と
波
多
野
流
諸
本
と
の
間
に
も
、

認
め
ら
れ
る
。

即
ち

の
例
目
や
回
の
例
罰

l
⑳
の
如
き
差
が

筑
波
本
や
静
嘉
堂
本
と
波
多
野
•
前
田
両
流
本
と
の
間
に
も
、
下
記
（
六
〔
甲
〕
）
の
例
回
バ
の
如
き
差
が
見
ら
れ
る
等
々
。

〔

2

．1
ー

1
〕

前
記
園
の
解
釈
の
根
拠
と
し
て
は
傍
証
の
域
を
出
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
解
釈
と
し
て
は
、

そ
れ
だ
け
に
、
「
祇
園
精
舎
・
延
喜
聖
代
」
の
二
句
に
関
し
、

波
多
野
・
前
田
両
流
本
の
詞
章
差
が
格
別
少
い
と
い
う
の
は
、

中
に
は
「
鑢
」
の
熊
野
説
話
部
分
な
ど
、

下
記
（
六
〔
甲
〕
）
の
例
い
の
如
き
差
が
認

見
逃
す

尾
崎
本
に
し
て
六
行
半
分
ぐ
ら
い
の
詞
章

平

曲

の

小

秘

事

波
多
野
流
本
と
流
布
本
と
の
差
(
2
6
3
例
）
や
時
房
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曲
—
‘

うつ。

平

曲

の

小

秘

事

田
両
流
分
岐
以
前
の
譜
本
」
と
い
う
説
（
『
平
家
物
語
講
座
②
』

121
頁
そ
の
他
渥
美
か
を
る
氏
）
は
疑
問
で
あ
り
、
一
往
前
田
流
の
譜
本
と
見
ら

れ
る
が
、

そ
の
詞
章
自
体
は
両
流
分
岐
以
前
の
師
堂
派
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
右
記
(
•
I
V
)

〔

2

．1
I
2〕

両
流
の
小
秘
事
が
も
と
も
と
同
一
詞
章
だ
っ
た
＞
と
い
う
考
え
方
を
、
積
極
的
に
否
定
す
る
事
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
右
記

(
i
)
（
社
）
及
び
（
出
）
の
事
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
波
多
野
流
・
前
田
流
に
お
け
る
小
秘
事
の
詞
章

変
遷
を
物
語
る
も
の
と
言
え
る
が
、
特
に
そ
の

(
i
)
は
、
用
例
数
と
い
う
よ
う
な
面
も
含
め
て
注
目
を
ひ
く
。
波
多
野
流
古
譜
本
と
し

て
の
山
口
本
小
秘
事
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
右
記
（
出
）
の
如
き
は
、

前
記
（
四
〔
2
〕
項
）
⑱
の
具
体
的
解
釈
に
当
り
、

「
荻
野
氏
…
…
従
二
寺
尾
一
学
レ
之
三
年
業
成
、

又
従
学
焉
、

検
校
―
」
（
尾
崎
本
）

こ
の
丹
羽
敬
仲
説
に
つ
い
て
は
多
少
問
題
の
点
も
あ
り
そ
う
だ
が
、
私
は
八
波
多
野
•
前
田
両
流
小
秘
事
の
詞
章
差
が
少
い
＞
と
い
う

〔

1
〕

己
卯
伝
ー
凡
小
秘
ー
庚
辰
伝
二
大
秘
ー
…
…
自
二
河
瀬
没
而
ー
後
秦
野
氏
之
伝
絶
、
復
継
者
荻
野
氏
績
為
レ
多
、
而
授
↓
1

之
石
塚

未
レ
伝
ー
ー
大
小
秘
事
一
而
寺
尾
既
婦
ー
ー
道
山
ー
、

四
ー
一
秘
事
物
伝
承
に
お
け
る
両
流
の
交
渉

だ
そ
の
確
例
が
余
り
多
く
な
い
点
、
残
念
で
あ
る
。

正
節
本
と
他
の
前
田
流
本
と
の
詞
章
差
を
積
極
的
に
物
語
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
る
が
、
た

先
ず
考
え
合
わ
さ
れ
る
の
は
、

回
目
の
諸
例
中
罰

l
⑳
や
関
ー
閲
等
は
、

静
嘉
堂
本
の
節
ハ
カ
セ
は
波
多
野
流
の
そ
れ
だ
が
、

詞
章
は
妙
観
派
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

の
事
実
は
、
八
波
多
野
・
前
田

実
際
問
題
と
し
て
、

左
記
丹
羽
敬
仲
の
平
家
正
節
序
文
で
あ
ろ

当
嘉
之
時
有
祠
頻
検
校
に
竺
秦
野
氏
平

或
意
味
で
は

(
i
)
よ
り
も
製
味
深
い
事
実
と
も
言
え
る
。

下
記
（
六
〔
甲
〕
）

ま
た
筑
波
本
の
場
合
も
、
「
波
多
野
・
前
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の
詞
章
面
に
も
、
当
然
、
正
節
本
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

が
ヽ

そ
の
譜
記
は
最
初
の
一
・
ニ
頁
分
を
除
い
て
概
ね
正
節
式
で
あ
り
、
演
博
本
本
来
の
姿
は
僅
か
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
そ

前
田
流
本
と
対
立
し
、
波
多
野
流
本
と
一
致
す
る
例
で
あ
る
。

『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

177
頁
ー
等
で
も
示
し
た
如
く
、
八
正
節
の
副
章
が
前
田
流
諸
本
と
異
な
り
、
波
多
野
流
本
と
一
致
す
る
＞
よ
う

な
例
は
多
く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
小
秘
事
に
限
っ
て
そ
の
例
が
数
多
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
見
逃
し
難
い
も
の
が
あ
る
。

や
は
り
荻
野
が
波
多
野
流
小
秘
事
を
修
め
た
為
の
現
象
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

〔

1

．1
I
1〕

は
正
節
本
と
の
差
が
全
く
な
い
が
、

こ
れ
は
正
節
本
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
為
で
あ

ら
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
也
有
本
や
演
博
本
の
特
異
性
と
見
る
（
端
的
に
は
誤
記
と
見
る
）
立
場
も
あ
り
得
る
が
、

な
お
演
博
本
の
「
延
喜
聖
代
」

り
、
江
戸
前
田
流
本
た
る
演
博
本
の
「
延
喜
聖
代
」
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
意
味
で
、
演
博
本
の
「
祇
園
精
舎
」
も
正
節
本
的
性
格
が
著
し
い
故
、
本
来
の
演
博
本
は
も
っ
と
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
即
ち
演
博
本
の
「
祇
園
精
舎
」
は
下
記
（
六
〔
甲
〕
の
例
罰
ー
⑳
や
⑩
ー
⑬
）
の
如
く
、
正
節
本
と
の
詞
章
差
が
或
程
度
見
ら
れ
る

も
と
も
と
演
博
本
は
、
全
体
と
し
て
江
戸
前
田
流
本
を
正
節
本
式
に
加
筆
訂
正
し
た
体
裁
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
譜
記
も
江
戸
前
田
流

式
（
右
側
）
と
正
節
式
（
左
側
）
と
が
並
記
さ
れ
る
。
し
か
し
灌
頂
五
句
と
小
秘
事
二
旬
を
含
む
巻
十
二
下
冊
に
限
り
、
正
節
本
を
そ
の
ま

と
も
あ
れ
正
節
本
が

そ
の
他
下
記
（
六
〔
甲
〕
）
の
例
（
聞
）

l
（
⑬
）
等
の
中
に
も
、

或
程
度
右
記
に
準
ず
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

前
田
流
本
は
覚
一
本
以
下
一
方

而
し
て
下
記
（
六
〔
甲
〕
）
の
例
罰

l
⑳
や
閲
ー
閲
な
ど
は

事
実
と
、

こ
の
説
と
の
関
係
を
積
極
的
に
認
め
た
い
。

以
外
に
前
田
流
小
秘
事
が
認
め
ら
れ
な
い
為
で
あ
り
、
荻
野
以
前
の
前
田
流
小
秘
事
は
も
っ
と
変
っ
た
姿
だ
っ
た
と
考
え
る
。

〔

1
.
1〕 平

曲

の

小

秘

事

つ
ま
り
両
流
小
秘
事
の
詞
章
差
が
少
い
の
は
、
正
節
本
（
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
本
）

そ
の
考
え
方
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
今
、
⑳
の
例

に
つ
い
て
言
え
ば
、
八
波
多
野
流
諸
譜
本
が
流
布
本
に
従
い
「
と
ぶ
ら
ふ
に
」
形
を
と
っ
た
の
に
対
し
、

流
諸
本
に
従
っ
て
、
「
と
ぶ
ら
へ
ば
」
形
を
採
っ
た
が
、
平
家
正
節
は
波
多
野
流
本
に
従
っ
た
＞
と
考
え
ら
れ
る
。
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平

曲

の

小

秘

事

ま
採
用
し
た
ら
し
く
、

〔

1
.
2〕

本
の
研
究
』

152
頁
ー
そ
の
他
で
も
述
べ
た
如
く
、

っ
て
そ
れ
ら
以
外
の
前
田
流
小
秘
事
が
あ
れ
ば
、
正
節
と
の
差
は
、
当
然
も
っ
と
著
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

〔

2
〕

安
永
七
年
松
岡
仲
良
写
し
の
波
多
野
流
大
秘
事
（
大
野
晋
氏
蔵
）
は
平
家
正
節
と
同
文
同
譜
（
『
日
本
文
学
研
究
」
昭
27
年
3
.
4
号
岩
渕
悦

太
郎
氏
）
で
あ
り
、

丹
羽
敬
仲
説
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
同
説
で
は
「
荻
野
が
波
多
野
流
の
大
・
小
秘
事
を
習
い
、

そ
れ
を
波
多
野
流
の
石
塚
検
校
に
伝
え

た
」
と
あ
る
。
従
っ
て
前
記
（
四
〔
1
.
1
〕
項
）
八
波
多
野
・
前
田
両
流
の
小
秘
事
が
同
文
で
あ
る
＞
事
を
、
丹
羽
敬
仲
説
と
結
び
つ
け
る

為
に
は
、
や
は
り
大
秘
事
の
詞
章
も
同
様
で
あ
る
事
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。

〔

2
.
1〕

詞
章
に
は
、
正
節
本
と
一
致
し
な
い
面
も
或
程
度
あ
っ
て
、
安
永
七
年
本
大
秘
事
と
の
関
係
が
難
し
い
。

ま
た
安
永
二
年
本
大
秘
事
巻
末
に
は
松
岡
仲
良
の
跛
文
が
あ
っ
て
、
八
松
岡
仲
良
の
平
曲
の
師
た
る
岸
部
検
校
が
、
た
ま
た
ま
「
剣
」

た
。
松
岡
は
そ
の
請
に
応
じ
て
大
秘
事
三
旬
の
詞
章
に
手
を
加
え
た
＞
云
々
と
記
さ
れ
る
。
従
っ
て
松
岡
仲
良
写
し
の
大
秘
事
は
、
前
記

丹
羽
敬
仲
説
と
は
無
関
係
な
問
題
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔

2
.
2〕

た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

仮
に
右
記
〔
2
〕
の
事
実
が
前
記
丹
羽
敬
仲
説
に
か
か
わ
り
な
い
と
し
て
も
、
前
記
（
四

〔2
〕
項
）
園
の
解
釈
に
は
矛
盾
し
な
い
と
い
う
事
だ
ろ
う
。

即
ち
八
秘
事
物
の
伝
承
習
学
に
関
し
、

ゃ
「
鏡
」
に
関
す
る
松
岡
の
講
義
（
神
典
講
義
）
を
聴
け
た
事
か
ら
、

波
多
野
流
・
前
田
流
の
別
に
余
り

平
曲
に
お
け
る
「
剣
・
鏡
」
の
詞
章
改
訂
を
松
岡
仲
良
に
依
頼
し

れ
る
等
。

右
記
に
関
連
し
て
、
更
に
は
次
の
如
き
事
実
も
興
味
を
ひ
く
。

こ
の
二
書
は
前
田
流
諸
本
中
で
も
平
家
正
節
に
極
め
て
近
い
譜
本
と
見
な
さ
れ
る
。
従

ま
た
安
永
二
年
松
岡
仲
良
写
し
の
波
多
野
流
大
秘
事
（
奥
村
俊
郎
氏
蔵
）
詞
書
に
も
、

正
節
本
と
の
相
関
性
が
認
め
ら

尤
も
右
記
〔
2
〕
の
事
実
と
、
丹
羽
敬
仲
説
と
の
直
接
的
な
関
係
づ
け
は
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
安
永
二
年
本
大
秘
事
の

更
に
言
え
ば
、

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
平
家
正
節
以
外
の
前
田
流
本
は
、

演
博
本
・
也
有
本
の
二
書
で
あ
る
が
、
『
平
曲
譜

そ
の
譜
記
も
右
側
が
既
に
正
節
式
に
な
っ
て
い
て
、
江
戸
前
田
流
式
の
譜
記
が
見
ら
れ
な
い
。

15 



究」

164
頁
ー
そ
の
他
を
参
照
さ
れ
た
い
。

不
自
然
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

り
、
も
と
も
と
京
都
前
田
流
の
検
校
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

と
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

豊
田
雅
一
は
、

こ
だ
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
っ
た
＞
と
い
う
事
実
に
は
、
変
り
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。

詮
ず
る
所
、
八
波
多
野
流
秘
事
物
の
伝
承
過
程
に
お
け
る
荻
野
の
介
在
＞
と
い
う
事
に
限
ら
ず
、
秘
事
物
に
関
し
て
は
一
般
に
、
波
多

野
流
・
前
田
流
の
別
を
超
え
た
伝
承
習
学
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
。

そ
う
言
え
ば
、
右
記
松
岡
仲
良
写
し
の
大
秘
事
諸
本
と
正
節
本
と
の
相
関
性
な
ど
の
他
、
ま
た
波
多
野
流
古
譜
本
と
い
う
べ
き

山
口
本
小
秘
事
に
は
、
「
武
州
豊
田
検
校
伝
之
」
の
識
語
が
あ
る
が
、
そ
の
豊
田
は
前
田
流
の
豊
田
雅
一
だ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
即
ち

『
三
代
関
』
や
『
表
控
』
『
座
下
控
』
等
の
諸
文
献
で
検
討
し
て
み
て
も
、
彼
以
外
に
は
「
武
州
豊
田
検
校
」
と
称
す
る
べ
き
人
が
ち
ょ
っ

京
都
の
山
下
五
一
・
上
田
り
や
う
一
を
そ
れ
ぞ
れ
祖
師
・
坊
主
と
し
て
権
成
し
た
人
で
あ

し
か
し
江
戸
在
住
も
か
な
り
長
か
っ
た
ら
し
く
、
「
武
州
の
人
」
と
い
う
称
も

例
え
ば
『
平
家
音
楽
史
』
所
収
の
『
津
軽
邦
内
実
事
苑
』
『
流
鶯
舎
雑
書
」
な
ど
、

下
り
や
江
戸
在
住
を
物
語
る
記
述
は
い
ろ
い
ろ
存
す
る
が
、
特
に
平
家
吟
譜
跛
文
の
記
述
等
に
よ
る
と
、
彼
は
、
江
戸
で
度
々
岡
村
玄
川

を
指
導
し
た
り
、

宮
城
某
宅
に
お
け
る
月
例
の
吟
味
会
に
出
席
し
た
り
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

豊
田
を
江
戸
第
三
世
宗
匠
と
す
る
説

（
『
平
家
音
楽
史
』
2
8
4
頁
）
は
疑
問
だ
と
し
て
も
、
彼
が
か
な
り
長
き
に
わ
た
っ
て
江
戸
に
在
住
し
た
事
は
確
か
だ
ろ
う
。
な
お
豊
田
が
波
多

野
流
譜
本
を
入
手
し
た
時
期
は
、
京
都
在
住
時
代
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
が
、
ま
た
そ
れ
が
平
家
吟
譜
編
纂
の
為
の
吟
味
本
の
―
つ
に

な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
も
考
え
ら
れ
る
。
〔
コ
〕
の
譜
記
な
ど
、
吟
譜
に
対
す
る
波
多
野
流
本
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
『
平
曲
譜
本
の
研

〔

3
.
1〕

波
多
野
・
前
田
両
流
の
交
渉
と
言
え
ば
、
奥
村
俊
郎
氏
蔵
の
正
節
本
少
秘
事
（
前
記
―
|
-

彼
の
江
戸

〔

1
〕
項
の
⑧
）
等
も
、
波
多
野

流
関
係
の
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
奥
村
俊
郎
氏
は
波
多
野
流
奥
村
允
懐
一
総
検
校
の
曽
孫
と
い
う
意
味
も
あ

っ
て
、
同
家
所
蔵
本
の
多
く
は
、
松
岡
仲
良
や
藤
井
雪
堂
の
写
本
を
は
じ
め
、
中
野
・
岸
部
・
岸
浪
・
権
田
・
寺
内
・
奥
村
各
検
校
な
ど

波
多
野
流
の
人
に
関
係
す
る
よ
う
だ
が
、
更
に
は
こ
の
奥
村
家
蔵
正
節
本
の
譜
記
自
体
に
も
、
次
の
如
く
波
多
野
流
本
と
の
相
関
性
を
思

〔

3
〕

平

曲

の

小

秘

事
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〔

1
〕

平

曲

の

小

秘

事

五

終

り

に

般
に
秘
事
物
習
得
者
は
少
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
そ
う
い

は
、
秘
事
物
の
習
得
に
当
っ
て
も
、

そ
の
師
の
派
閥
系
統
に
こ

わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

分
な
ど
、
か
な
り
大
巾
な
無
譜
記
個
所
が
め
だ
つ
が
、
も
し
白
声
部
分
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

あ
る
。
而
し
て
白
声
部
分
の
無
譜
記
傾
向
が
波
多
野
流
本
の
特
徴
で
あ
る
事
は
衆
知
の
所
だ
ろ
う
。

そ
の
他
下
期
（
六
〔
丙
〕
）
の
例
例
な
ど
、
の
〔
／
ハ
〕
に
対
応
す
べ
き
〔
―
[
〕

〔

3

．2
)

っ
た
の
か
、
『
―
―

〔

3

．2
1

へ
ず
、
雲
井
本
と
雖
も
こ

そ
の
傾
向
は
も
っ
と
著
し
か
っ

方
流
師
堂
派
か
ら
分
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
対
立

の
も
の
で
な
か

何
れ
も
師
堂
派
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
例
え
ば
八
前
田
流
検
校
を
祖
師
と
し
、
波

多
野
流
検
校
を
坊
主
と
し
て
師
堂
派
検
校
に
な
る
＞
事
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
八
前
田
流
出
身
者
が
、
秘
事
物
だ
け
を
波
多
野
流
検
校
か

ら
学
ん
で
師
堂
派
検
校
に
な
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
荻
野
が
前
田
流
平
曲
を
学
び
乍
ら
、

校
に
つ
い
て
波
多
野
流
の
秘
事
物
を
学
ん
だ
（
丹
羽
敬
仲
説
）
の
も
、
検
校
昇
格
の
為
の
方
便
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

る
者
又
惣
検
校
と
な
る
者
、

そ
の
師
寺
尾
勾
当
の
死
後
は
河
瀬
検

且
は
公
卿
大
名
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
を
伝

記
載
せ
ず
、
小
秘
事
延
喜
聖
代
の
章
も
又
同
じ
」
（
『
平
家
音
楽
史
』

938
頁
）
等
と
も
言
わ
れ
る
如
く
、

だ
わ
っ
た
り
し
て
い
る
余
裕
の
な
い
場
合
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

以
上
、
山
口
本
小
秘
事
を
中
心
に
平
曲
秘
事
物
の
考
察
を
試
み
た
。
波
多
野
流
小
秘
事
古
譜
本
と
し
て
の
山
口
本
の
存
在
が
い

の
区
別
を
認
め
ず
、

も
と
も
と
波
多
野
・
前
田
両
流
と
も
に

し
な
い
が
、
或
相
関
性
を
窺
う
事
は

例
え
ば
下
記
（
六

例
切
に
関
連
し
て
、

奥
村
本
の
口
説
で
は
「
或
時
ー
小
池
の
」

波
多
野
流
諸
本
の
〔
ご
と
は

「
と
っ
て

l
汝
か
」

(16頁）

で
の
部
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譜
本
の
一
部
を
影
印
紹
介
し
て
み
よ
う
。

し
て
、
八
山
口
本
を
中
心
と
し

詞
章
対
照
例
及
び
節
ハ
カ
セ
対
照
例
＞
を
掲
げ
、

そ
の
他
に
も
述
べ
る
べ
き
事
は
な
お
多
い
が
、

い
ー
呂
各
類

つ
い
て
は
、

〔
丙
〕
の
諸
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
述
の
如
く
で
あ
る
。

り
師
伝
口
訣
本
小
秘
事
、
日
東
大
蔵
松
岡
仲
良
本
・

て、

る
節
名
目
」
（
波
多
野
流
京
大
本
巻

上
に
引
用
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、

波
多
野
古
譜
本
と
し
て
種
々
の
も
の
が
想
定
さ
れ
る
わ
け

野
流
古
来
節
名
目
」
、
『
追
増
平
語
偶
談
」
の
「
波
多
野
流
曲
節
名
目
」
、

（四〔
2
．1
l
2
〕
項
そ
の
他
）
し

と
し
て
の
山
口
本
が
、
八
波
多
野
流
譜
本
は
概
ね
同
文
同
譜
＞
と
い
う
説
（
『
文
学
』
昭
28年
2
号
や
『
平
家
物
語
講
座
②
』

m頁
．
勉
誠
社
刊

『
平
家
物
語
麟
岐
麟
繹
因
』

821
頁
渥
美
か
を
る
氏
、
『
平
家
正
節
の
研
究
』

76
頁
山
下
宏
明
氏
な
ど
）
を
批
判
す
る
も
の
と
し

．
1
〕
さ
し
当
り
『
波
多
野
流
詠
曲
師
伝
口
訣
』
（
奥
村
俊
郎
氏
蔵
）
の

（
奥
村
俊
郎
氏
蔵
）
の
「
小
節
惣
目
」
、

だ
が
、
更
に
は
現
存
譜
本
だ
け
を
見
て
も
、
少
く
と
も
左
記
り
ー
目
の
四
種
が
認
め
ら
れ
る
。
而
し
て
そ
の
り
回
が
い

見
ら
れ
る
が
、
こ
の
両
者
の
間
に
も
か
な
り
の

切
秦
音
曲
紗
•
平
家
語
本
、
回
山
口
本
小

館
本
・
藤
本
本
小
秘
事
・
京
大
本
な
ど
多
数
。

と
も
あ
れ
八
波
多
野
流
譜
本
は
、
現
存
本
の
中
に
詞
章
曲
節
共
に
大
き
な
異
同
を
見
せ
る
も
の
が
な
く
…
流
祖
波
多
野
検
校
の

伝
え
た
譜
本
…
＞
と
い
う
よ
う
な
説
（
前
記
渥
美
氏
）
は
、
ど
う
し
て
も
諾
い
難
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
す
べ
て
別
稿
を
ま
つ

以
下
と
り
あ
え
ず
本
稿
の
資
料
編
と

『
平
語
偶
誌
』
（
高
橋
貞
一
氏
蔵
）
の

か
な
る
意
義
を
有
す
る
か
と
い
う
事
は
、

平

曲

の

小

秘

事

が
、
そ
れ
以
前
に
先
ず
、
波
多
野
流
古
譜
本
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（口）

平

曲

の

小

秘

事

〔
甲
〕

資
料
編
詞
章
・
節
ハ
カ
セ
対
照
例
一
覧
（
表
示
法
な
ど
は
す
べ
て
後
で
説
明
す
る
）

本
文
詞
章
対
照
例

山
口
本
の
特
異
性

蒙
り
給
ふ
（
山
4
)
I
下
さ
れ
ぬ

山
偏
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
猛
き
人
も
遂
に
は
亡
び
ぬ
（
山
16)
↓
b
a
の
順
（
訣
藤
資
国
尾
演
奥
秦
筑
静
カ
ヨ
ト
ル
）
、
図
親
王

に
（
山
18
）
↓

x
（
同
上
）
、
③
叩
5
正
盛
（
山
18)
↓

x
（
同
上
）
‘
④
奢
れ
る

Al
（山
15
）
↓
人
も
（
筑
静
カ
ヨ
ト
）
．
者
（
訣
藤
資

国
尾
演
奥
秦
ル
）
、
⑤

11我
朝
（
山
3
）
↓

x
（
訣
藤
資
国
尾
演
奥
）
、
⑥

XI宇
多
法
皇
（
山
3
)
↓
延
喜
帝
と
も
申
す
（
同
上
）
、
⑦

⑨
況
や
月
白

く
さ
え
嵐
激
し
か
り
し
夜
は
延
喜
聖
帝
国
土
の
民
も
い
か
に
寒
か
る
ら
ん
と
て
夜
の
殿
に
し
て
御
衣
を
ぬ
が
せ
お
は
し
ま
す
中
頃
延
喜
の

帝
（
山
7
)
I
或
時
帝
（
同
上
）
、
皿
思
ひ
け
れ
ど
も
（
山
9
)
↓

へ

⑫

参

切

た
仰
帝
へ
と
（
山
9
)
I
御
前
へ
（
同
上
）
、

り
（
山
9
)

ら
せ
（
同
上
）
‘
⑬
斜
な
ら
ず
御
感
な
っ
て
（
山
9
)
ー
帝
大
き
に
御
感
あ
り
け
り
（
同
上
）
、
⑭
國
口
汝
が
（
山
9
)
↓

x

（
同
上
）
‘
⑮
鷺
の
首
（
山
1
0
)
I
首
（
同
上
）
、
⑯
一
人
（
山
11)
ー
冬
の
夜
の
霜
さ
え
天
気
殊
に
激
し
き
に
は
国
土
の
民
ど
も
が
い
か

に
寒
か
ら
ん
と
て
夜
の
お
と
ど
に
し
て
御
衣
を
ぬ
が
せ
お
は
し
ま
す
一
人
（
同
上
）
、
閻
備
は
れ
り
と
い
ふ
事
な
れ
ば
と
て
（
山
11)
↓
い

へ
ど
も
こ
の
君
（
同
上
）
、
⑱
天
帝
に
（
山
1
1
)
I
訴
へ
申
す
事
の
天
聴
に
（
同
上
）
‘
⑲
あ
ら
ん
す
ら
ん
と
て
（
山
12)
↓

x

（
同
上
）
、
伽
申
し
に
く
き
岡
（
山
12)
↓

x

山
口
本
の
波
多
野
流
本
的
性
格

し
め
す
（
山
1
3
)
I
治
め
給
ふ
（
同
上
）

上
）
、
閲
事
を
（
山
13)
ー
事
（
同
上
）
‘
⑳
四
方
の
関
々

（山
13)
ー
関
々
（
同
上
）
、
四
皆
守
り
（
山
13)
ー
守
り
（
同
上
）
、
⑳
し
ろ

⑳
ま
た
余
り
に

（山
1
2
)
↓

x

（
同
上
）
、
四
刑
置
て
年
は
（
山
1
3
)
I
刑
を
幾
年
を
（
同

（
同
上
）
、

（
同
上
）
、
⑧
七
月
（
山
4
)
1
四
月
（
同
上
）
、
釦
引
御
年
（
山
4
)
↓

x

六

（
同
上
）
、

（
同
上
）
、
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臼
秦
音
曲
紗
が
古
色
を
示
す
例

⑱
当
っ
て
（
奏
7
2
・
ヨ
）

I
及
ん
で
（
訣
藤
資
国
尾
也
演
カ
ト
ル
）

⑲
百
済
心
（
秦
7
2
・
カ
ヨ
ト
ル
）

せ
ま
し
ま
す
（
案
72)
ー
と
ど
ま
ら
せ
給
ふ
（
同
上
）
、
⑰
に
よ
っ
て
（
秦
72)
ー
に
て
（
同
上
）

⑭
知
性
と
し
て
（
秦
2
ド
71)
↓
に
よ
っ

（ホ）

猛
き
人
（
山
1
5
．
訣
藤
資
国
秦
尾
奥
ル
）
↓
者
（
演
筑
静
カ
ヨ
ト
）
‘
⑳
と
ぶ
ら
ふ
に
（
山
1
6
．
同
上
）
↓
へ
ば

り
ど
り
な
り
し
か
ど
バ
5

（山
17
．
同
上
）
↓
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
（
静
カ
ヨ
）
．
に
こ
そ
あ
り
し
か
（
演
筑
卜
）
、
閲
こ
え
だ
り
（
山
6

．
訣
藤
資
国
）
↓
た
り
き
（
尾
演
奥
）

帥
事
を
も
（
山
1
6
．
訣
藤
資
国
秦
尾
演
奥
ル
）
ー
事
を
（
筑
静
カ
ヨ
ト
）
、
閲
奢
れ
る
事
も
猛
き
心
も

順
（
同
上
）
、
閲
給
ひ
し
よ
り
馴
知
（
山
1
9
．
同
上
）
↓

x

平
家
正
節
が
他
の
前
四
流
本
と
異
な
る
例

閥
一
っ
ど
（
也
1
1
8
ウ
・
演
2
下
133
．
卜
）
↓
に
（
尾
閻
C

・
秦
訣
藤
資
国
カ
ヨ
ル
）
、
⑮
霊
像
如
り

謁

C

・
秦
訣
藤
資
国
カ
ヨ
ト
ル
）
、
閲
炎
上
以
例
（
也
9
ウ
・
演
137
．
力
）
↓
の
事
（
尾
噂

C
）・

x
（
秦
訣
藤
資
国
ヨ
ト
ル
）
、
聞
は
（
也
1
0

オ
）
—
事
は
（
浪
1
3
8．尾
諏d
．
秦
訣
藤
資
国
カ
ト
ル
）
・
事
（
ヨ
）
、
閲
目
蓮
か
せ
う
（
演
1
3
3
)
↓
長
者
（
也
8

ウ
・
尾
閻C
・
秦
訣
藤
資

国
カ
ヨ
ト
ル
）
、
随
さ
ゐ
所
（
浪
134)
ー
東
漸
（
也
9
オ
・
尾
間

d
．
同
上
）
‘
⑩
遂
に
（
演
12
下
1
2
7
)
ー
遂
に
は
（
尾
間

a
．
奥
・
山
秦

訣
藤
資
国
筑
静
カ
ヨ
ト
ル
）
、
仙
民
間
（
演
1
2
9
)
ー
民
間
の
（
尾
国C
・
同
上
）
、
⑫
久
し
う
せ
ず
（
演
1
2
9
)
↓
か
ら
（
尾
国C•
同
上
）
、

⑬
亡
び
に
し
（
演
129)
↓
亡
じ
（
尾
国
C

・
同
）
。
そ
の
他
、
前
記
の
例
罰

l
⑳
等
も
こ
こ
に
含
め
得
る
。

（二） 切）

秦
音
曲
紗
の
特
異
性

（
訣
藤
資
国
尾
也
演
カ
ヨ
ト
ル
）
‘
⑮
な
し
て
（
秦
71)
ー
し
て
（
同
上
）
、
⑯
跡
を
垂
れ
さ

（
同
上
）

い
山
口
本
が
波
多
野
•
前
田
両
流
本
と
一
致
す
る
例

平

曲

の

小

秘

事

↓
国
の

（
訣
藤
資
国
尾
也

（
也
8
ウ
・
演
133)
↓
な
（
尾

（山
17
．
同
上
）

↓
b
a
の

（
同
上
）
、
⑳
と
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平

曲

の

小

秘

事

譜
記
対
照
例

山
口
本
の
〔
〉
〕
ー
原
則
と
し
て
波
多
野
流
諸
本
の
？
t
〕
・
正
節
本
の
〔
ろ
〕
に
対
応
す
る
。

(
i
)

〔
〉
（
山
）
〕
ー
〔

T
（
資
）
〕
ー
〔
み
（
尾
）
〕
の
例

山
時

(e山
3
初
重
）
、
②
か
く
し

(e7中
音
）
、
③
正
月

〔丙〕

9

9

 ィ
，＇ー・

人
の
有
様
伝
ヘ

1

位

（
尾
演
奥
）
、

⑬
下
ケ
伝
ヘ

（
山
・
1
8
)
ー
下
伝
ヘ

（
藤
資
）
ー
下
ケ
申
し
し
人
の
有
様
下
伝
ヘ

回
山
口
本
の
波
多
野
流
本
的
性
格

UOlXI猛
き
人
（
山
15
．
訣
藤
資
）

ヽ
⑪
口
説
（
山
17
．
訣
藤
資
）

1

位
口
説
（
尾
演
奥
）
、

章
な
し
）

（
訣
藤
資
尾
演
奥
）
、
②
下
リ
中
音
（
山
1
8
)
I
下
リ
（
同
上
〔
訣
は
後
筆
〕
）
、
③
初
重
五
日
の
日
御
年

（山
4
)
ー
初
重
御
年
（
訣
藤
資
尾
演
奥
）
、
④
下
リ
中
音
（
山
6
)
I
下
リ
（
同
上
）
、
⑤
同
認
則
ち
（
山
9
）
↓
X
 
(
同
上
）
、
⑥
X
北

野
の
（
山
11)
↓
下
ケ
（
同
上
）
、
⑦

XI全
く
（
山
11)
↓
中
音
（
同
上
）
、
⑧

IIあ
ら
ん
（
山
1
2
)
↓

x

、
⑨

x

の
（
訣
藤
）
↓
初
中
（
資
）
・
中
音
（
尾
演
奥
）

山
XI遠
く

（
山
1
6
)
↓

（イ）

曲
節
標
示
対
照
例

山
口
本
の
特
異
性

即
如
来
と
申
し
奉
る

ト
）
、
闊
剖
斉
明
王
（

閲
失
せ
出
る
（
秦
7
4
.

↓
ぬ
（
尾
也
演
カ
ヨ
ト
ル
）

71
・
訣
藤
資
国
）

I
如
来
（
尾
也
演
ト
ル
）
｀

7
2
•

閲
炎
上
X
I

↓

x
 （
同
上
）
、

ヽ
④
破
ら
ず

(
R
6

74
．
訣
藤
資
国
ヨ
ト
ル
）

⑤
五
常
の

(
R
6
中
音
・
⑱

（
訣
）
ー
下
ヶ
申
し
し

(12) 

↓
の
例
（
也
演
力
）
．

（
山
4

（山
11
・
詞

（尾）、

演
）
、
団

xi炎
上

,~j 

卜
9

し

秦
音
曲
紗
の
波
多
野
流
本
的
性
格

認
帝
欽
明
天
皇
（
秦
72
．
訣
藤
資
国
カ
ル
）
↓
X

・
カ
ヨ
）
↓
さ
れ
ど
も
（
訣
藤
資
国
尾
也
演
ト
ル
）

ヨ
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閲
正
月

(
R
3
初
重
）

5
中
音
）
、

め
（
◎
5
中
音
）
‘
⑬
龍
し
（
◎
5
中
音
）
、
⑬
十
旬
（
◎
6
三
重
）
‘
⑮
か
く
し
（
◎
7
中
音
）
‘
⑯
元
慶

(
@
3
初
重
）
‘
⑰
静
か
に
（
⑮

⑲
人
を

(
R
5
中
音
）
、
団
先

(
R
5
中
音
）
、

⑱
隆
藤
公

(
R
3
中
音
）
、

即
無
き

ヒ
ト
ヒ

罰
敬
ひ

(
e
5
中
音
）
、
閲
恵
み

(
e
5
中
音
）
、
閲
鳴
ら
さ
ず

(
e
6
三
重
）
、
⑩
-
日
（
◎
3
初
重
）
、
仰
未
だ
（
◎
3
初
重
）
、
⑫
定

(
R
6
三
重
）
、

認
事

(
R
6
中
音
）
、

（社）

〔
ク
＿
（
山
）
〕
ー
〔
「
（
資
）
〕
ー
〔
八
（
尾
）
〕
の
例

（i
)

〔
V

（
山
）
〕
ー
〔
「
（
資
）
〕
ー
〔
＞
（
尾
）
〕
の
例

コ
ト

ヒ
ト
ヒ

闊
一
日
（
◎
3
初
重
）
、
⑳
未
だ

(
e
3
初
重
）
、
四
定
め

(
e
5
中
音
）
‘
⑳
龍
し

(
e
5
中
音
）
、
岡
十
旬

(
e
6
三
重
）
、
閲
事

(
e

6
中
音
）
‘
⑳
元
慶
（
◎
3
初
重
）
‘
⑳
静
か
に
（
◎
5
中
音
）
、
仰
古
き
（
◎
6
中
音
）
‘
⑫
枝
（
◎
6
三
董
）
、
閲
袋
（
◎
7
中
音
）
、
⑳

キ
イ

神
を

(
R
5
中
音
）
、
閲
夢

(
R
6
中
音
）
、
閲
聞
か
ざ
り
（
◎
6
三
重
・
⑯
は
〔
〉
へ
〕
）

〔
ヰ
｀
な
ど
が
正
節
本
の
〔
「
〕
に
対
応
す
る
こ
と
も
あ
る
。

い）

ま
た
は
〔
八
〕
に
対
応
す
る
例
が
多
い
が
、

⑩
無
事

(
R
5
中
音
）
、

(
i
)

〔
上
‘
)
（
山
）
〕
ー
〔

T
（
資
）
〕
ー
〔
ハ
（
尾
）
〕
の
例

ク
カ

⑥
靡
き

(
e
7
中
音
）
‘
⑦
隆
藤
公

(
R
3
中
音
）
‘
⑧
醍
醐

(
R
3
中
音
）
、
⑨
人

(
R
5
中

音

）

‘

⑪

枝

を

(
R
6
三
重
）
‘
⑫
法
に

(
R
5
中
音
・
⑯
は
〔
る
占
）
‘
⑬
た
め
し
に

(
R
6
中
音
・
⑱
は
〔
う
色
）
‘
⑭
仰
ぎ
（
◎
7
中
音
・
⑱
は
〔
r
k上〕）

（
社
）
〔
↑
〉
（
山
）
〕
ー
〔
T
（
資
）
〕
ー
〔
令
（
尾
）
〕
の
例

サ
キ

⑮
隆
藤
公
の

(
R
3
中
音
）
、
⑯
う
け
て

(
R
5
初
重
）
、
閻
先
と

(
R
5
中
音
）
、
⑱
ー
ざ
り
き

(
R
6
三
重
）
‘
⑲
か
く
し

(
R
7
中

音
）
‘
⑳
仰
ぎ

(
R
7
中
音
）
、
訓
人

(
R
4
初
重
・
⑱
は
〔

F
下
〕
）
、
四
た
め
し
に
も

(
R
6
中
音
・
⑱
は
〔

p
〕）

山
口
本
の
〔
[
＿
〕
〔
?
な
ど
は
概
ね
波
多
野
流
本
の
〔
「
〕
ヽ
正
節
本
の
「
＞
〕

回
山
口
本
の
〔
上
）
〕
〔
下
）
〕
も
概
ね
右
記
に
準
ず
る
。

は
〔
み
）
〕
） 平

曲

の

小

秘

事
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(
i
)
 

平

曲

の

小

秘

事

山
口
本
の
〔
て

3
1波
多
野
流
本
の
〔
～
〕
、
正
節
本
の
〔
引
〕
に
対
応
す
る
事
が
多
い
。

〔
て
い
（
山
）
〕
ー
〔
～

（
資
）
〕
ー
〔
引
（
尾
）
〕
の
例

("i 

贔
は
〔
文
〕
）

目
山
口
本
の
〔

f
〕

（i
)

〔
7
(
山
）
〕
ー
〔
＼

閥
醍
醐

(
e
3
中
音
）
、
閥
王
侍
従

(
e
4
初
重
）
、
閥
政
道

(
e
5
中
音
）
、
閥
四
海

(
e
5
中
音
）
、

ふ

(
e
5
初
重
・
⑱
は

ĉ
〕）

固
公
／
〕
ー
正
節
本
の
〔
ゥ
〕
に
対
応
す
る
例
が
め
だ
つ
。

(
i
)

〔
↓
（
山
）
〕
ー
〔
一
（
資
）
〕
ー
〔
ゥ

閥
醍
醐
（
◎
3
中
音
）
、
闊
高
麗
（
◎
7
中
音
）

の
例

の
例

〔
＼
〕
に
対
応
す
る
事
が
多
い
。

闘
天
子
（
◎

闘
超
え
た
り
（
◎
6
中
音
）
、
脚
破
ら
ず
（
◎
6
-
―

サ
イ

・
⑱
は
二
＇
↑
〕
)
、
閥
災

(
R
6

闊
王
侍
従

(
R
4
初
重
）
、
翻
国
土

(
R
6

・
⑱
は
〔

T
〕
）
、
閻
御
年

(•Vl) 

(
e
7
中
音
）
、

⑯
は
〔
．．
 
，1
〕)、

(ivlV)

〔
77
（

山

）

〕

ー

〔

「

ー

〔

八

テ
ウ

閲
ま
し
ま
し
（
◎
3
中
音
）
、
閲
我
が
朝

(
R
3
中
音
）
、
闊
第
一

(

V

)

〔
3

（
山
）
〕
ー
〔
「
（
資
）
〕
ー
〔
八
（
尾
）
〕
の
例

認
正
月

(
R
3
初
重
・
⑱
は
〔
令
＇
）
、
闘
国
土
に
は

(
R
6

〔
<
正
山
)
〕
|
〔
「
（
資
こ
尼
）
〕
の
例

の
例

谷
（
山
）
〕
ー
〔
「
（
資
）
〕
ー
〔
＞

邸
ま
し
ま
し

(
e
3
中
音
）
、
晒
第

C111) 

の
例

.
＠
は
〔
含
）

翻
踏
み
（
◎
5
初
重
・
⑱
は
〔
T
〕

閥
給

、
闘
南
蛮
(
R

ダ
イ
ジ
ン

閥
大
臣
（
舎
3

・
⑱
は
〔
令
）

シ
イ

（◎
3
中
音
）
、
闊
我
が

(
R
3
中
音
）
、
罰
為
給
へ
り
（
◎
5
中
音
・
⑯
は
〔
〉
へ
〕
）
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C
1
1
)

ジ
テ
ふ
～

聞
見
ず

(
61

1

 

キ
イ

随
超
え

(
e
6
中
音
9

、
鯛
聞
か
ざ
り

(
e
6

の
例

(
R
6
中
音
）
、
認
靡
き
（
◎
．
R
は
〔
一

N
〕）、

一
重
・
⑯
は
〔
-
ゥ
〕

y
卿

枝

三

重

・

＠

は

〔

す

1
〕
Y
闊

給

ふ

;

四

は

〔

ァ

〕

）

山
口
本
の
〔
/
入
〕
_
波
多
野
流
本
の
〔
入
〕
ヽ
正
節
本
の
〔
八
〕
の
類
に
対
応
す
る
事
が
多
い
o

(
i
)

〔
/
入
（
山
）
〕
ー
〔
入
（
資
）
〕
—
〔
今

ニ
ョ
＊
ゴ

闘
放
た
せ

(
e
1
0
下
ケ
）
、
閾
女
御

(
e
3

山
口
本
の
〔
ー
ヘ
{
〕
ー
概
ね
諸
譜
本
の

の
譜
記
に
対
応
す
る
事
が
多
い
。

〔
一
ヘ
ル
（
山
）
〕
ー
〔
／
（
資
）
〕
ー
〔
一
ハ
（
尾
）
〕
の
例

闘
夢
に
(
R
6
中
音
）

凹

山

口

本

の

2-'ふ
ー
・
/
-
_
'
〕
ー
概
ね
諸
譜
本
の
「
一

(
i
)
 

'
ふ
l

¥
（
山
）
〕
ー
〔
―
ノ
コ
ヘ
X

（
資
）
〕
ー

聞
帰
し

(
5
中
音
）
、
帥
鳴
ら
さ
ず
（
舎
R
6

|
〔
―
-
I

コヘ

X

・
ニ
ノ
声
」

（
尾
）
〕
の
例

・
⑮
は
〔
二
I

X
〕
）
、
閻
無
事
な
り
(
R
R
5
中
音
・
＠
は
〔
二
I

X
〕）

(
R
7
中
音
）

、
閲
恵
み

図
山
口
本
の
こ
-
・
》
-
↓
を
・
》
〕
ー
波
多
野
流
譜
本
の
譜
記
に
ほ
ぽ
準
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
正
節
本
の
〔
「
J

• 

・
式
〕
に
対
応
す
る
事
が
多
い
。

(
i
)

〔
一
＿
—
(
山
・
資
）
—
〔
「

J
(
尾
）
〕
の
例

脚
娘

(
R
3
中
音
）
、
闊
給
へ
り
(
R

（

g
〔
-
「
-
（
山
・
資
）
〕
I
〔

rrJ

罰
人

(
e
4
初
重
）
、
蹄
為
給
へ
り

_
〔
引
つ

r、

〔
〈

3〕）

の
例
。

の
例

に
対
応
す
る
。

ヽ

（チ）
土
に

(
R
6

~
．
、

卜
9

9

 

平

曲

の

小

秘

事

閲
枝

(
e
6

、
圃
納
む

(e

．
＠
は
〔
可

N
〕
）
・
R
は
〔
一
＞
〕
）
、

．き

24 



(
i
)
 

平

曲

の

小

秘

事

ン
月
(
R
1
0
口
説
）
、
鴎
十
月
(
R
1
0
口
説
）

N 
口
訣
本
の
〔

T
八
〕
ー
概
ね
波
多
野
流
諸
本
の
〔
T
ゴ
〕
に
対
応
す
る
。

olo
帝
と
(
R
R
9
中
音
）
、
囮
母

ヒ
イ
ト

暉
人
を

（ワ）皿
ま
し
ま
し
(
R
9
中
音
）
、
暉
帰
し
(
e
1
0
中
音
）
、
圃
恵
み

固
口
訣
本
の
〔
づ
〕

1

概
ね
波
多
野
流
諸
本
の
〔
入
〕
に
対
応
す
る
。

譴

女

御

(
e
9
中
音
）
、
岡
帝
(
e
1
0
初
重
）
、
四
給
へ
り
(
e

一
般
に
京
資
本
な
ど
よ
り
き
め
細
か
く
付
さ
れ
る
事
が
多
い
。
左
記

そ
の
譜
記
が
波
多
野
流
諸
本
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

〕
ー
四
ま
し
ま
し
き
(
R
9
中
音
）
、

国

口

訣

本

そ
の
例
で
あ
る
。

躙
承
香
殿
(
R
9
中
音
）
、
四
申
し
(
R
9
初
重
）
、

あ
る
。

口
訣
本
の
〔
～
〕

1

概
ね
波
多
野
流
諸
本
の
〔
一
ノ
コ
ヘ
〕
ま
た
は
〔

四 （出）

)

l

(

V

)

 

ノ
コ
ヘ
〕
に
対
応
す
る
事
が
多
い
。
左
記
は
そ
の
例
で

囮
高
藤
公

皿
正
月
(
R
R
9
初
重
）
、

R
9
初
重
）

団
隣
ー
ざ
り

(
R
6

園
娘
（
◎
3
中
音
）
、

〔
》
（
山
・
資
）
〕
ー
〔

f
（
尾
）
〕
の
例

ナ
ピ
イ

園
靡
き

れ
も
そ
の
例
で
あ
る
。

暉
我
が
朝
（
◎
R
訣
9
中
音
）
、

7
中
音
）
、
暉
給
へ
り
(
R
5
中
音
）

躙
申
し

暉
ま
し
ま
し
（
◎
◎

そ
の
例
で
あ
る
。

暉
第

暉
寛
平
(
R
1
0

の
如
き
は
、

暉
申
し

岡
四

い
ず
れ
も

波
多
野
流
口
訣
本
の
〔
「
八
〕
ー
原
則
と
し
て
、
藤
本
本
・
京
資
本
な
ど
波
多
野
流
諸
本
の
〔
「
「
〕
に
対
応
す
る
。
左
記
は
何

（
◎
R
9
中
音
）
、
圃
元
慶
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"--' 

〔
＼
〕

C
1
1
)
 

切
奥
村
本
は
尾
崎
本
な
ど
に
比
べ
て
、

奥
村
本
の

闊
母

(
R
9

（ソ）

ー
尾
崎
本
な
ど
の
〔
八
〕
に
対
応
す
る
例
が
め
だ
つ
。

か
せ

1
0
位
口
説
）

(e◎
11
位

閥
下
さ
れ

ロ
説
）
、

ナ
ノ

閥
七
日
（
◎
R
1
0
位
口
説
）
、

る。

そ
の
例
。

似

奥

村

本

の

(

V

)

 

臣

(
R
9
中
音
）

（
◎
R
9
中
音
）
、

(
e
9
中
音
）
、

ー
尾
崎
本
な
ど
の

、
閥
高
藤
公

闊
帝

、
園
御
ン
母

(
e
1
0
初
重
）
、

切
前
田
流
奥
村
本
の

2
グ〕

1

概
ね
尾
崎
本
な
ど
の
〔
一
＾
〕
に
対
応
す
る
。
左
記
は
そ
の
例
。

オ

ン

オ

ン

闊

御

母

暉

御

年

(

@

コ
〕
に
対
応
す
る
事
が
多
い
。

の
手
抜
き
が
め
だ
つ
。

つ
ま
り
奥
村
本
に
は
〔
コ
〕
の
譜
記
が
な
い
の
で
あ

も
奥
村
本
に
付
さ
れ
な
い
も
の
の
例
で
あ
る
。

(
i
)

〔
-
S
I躙
宇
多
(
R
間
d
中
音
）
（
R
虚

a

、
闘
申
し
(
R
閲

a
中
音
）
、

初
重
）
、
園
ー
と
ぞ
(
R
諏

b
初
重
）
、
瞬
父
(
R
暉
d
初

一

暉

帝

(

e

暉

d
初
重
）

号

〕

ー

闊

天

皇

（

R

園

、

閥

法

皇

(

e
岡

d

‘

闘
正
月
(
e
園

a
初

重

）

、

（

e

薗

d
初
重
）

(

e

閲

閾

醍

醐

(

e

間

闊

宇

多

(

e

閲

d
中
音
）
（
◎
戚

a

、
閾
ま
し
ま
し
け

そ
の
例
。

〔
T
〕
ー
暉
恵
み
(
R
1
0
中
音
）

（疇
l
V
)

〔
1
〕
ー
闘
ま
し
ま
し
（
◎
9
初
重
）

C111) 

〔ン〕

C
1
1
)
 

ー
闘
我
が
(
e

平

曲

の

小

秘

事

鴎
延
喜

闘
御
ン
年

(
R
闊

a
初
重
）
、

の
う
ち
左
記

、1
,

.
1
 

ー

i
ま、
'

J

 

.
1
 

＞
 

）
 

（
 

(
R
R
1
0
位
口
説
）
、

オン
圃
御
譲
り

(
R
暉

b

し‘
閥
位
に
つ

閲
大
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平

曲

の

小

秘

事

※
各
本
の
略
称
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
前
記

ま
た
X
は、

そ
の
部
分
の

（
他
本
に
存
す
る
詞
章
）
が
欠
け
て
い
る
事
を
示
す
。

※ ⑥
ー
＠
3
頁
「
宇
多
法
皇
」
の
部
分
は
、
R
@
R
⑲
⑱
⑱
R
の
諸
本
で

⑦
_
@
4
頁
「
蒙
り
給
ふ
」
の
部
分
は
、
R
R
R
⑲
⑱
⑱
R
の
諸
本
で
「
下
さ
れ
ぬ
」
と
あ
る
。

※
②
の
例
で
（
同
上
）
と
あ
る
の
は
、
各
譜
本
の

右
記
諸
例
に
お
い
て
‘
↓
印
は
傍
線
部
分
の
み
に
関
す
る
異
同
を
示
す
。

の
各
項
を
も
参
照

「
猛
き
人
も
遂
に
は
亡
び
ぬ
偏
に
風
の
前

関
す
る
対
立
関
係
が
、

に
同
じ
」
と
あ
る
。

れ
(
R
暉

b
初
重
）

(ivlV
）
〔
八
〕
ー
暉
正
香
殿
(
R
諏

a

い
ま
だ
（
◎
暉

b
初
重
）

(

V

)

〔
＞
〕
ー
躙
元
慶
（
◎
虚

a
加
、
皿
ヒ
「
日

(e園
a

、

g
い
ま
だ

(e閻
b
初
重
）

(
•
V
l
)〔1
〕
ー
囮
法
皇
（
◎
暉
a

初
、
厠
ま
し
ま
し
(
®
暉b
初
重
）
、
繭
侍
従
（
◎
閲
b

初
重
）

命
）
〔
ア
〕
ー
暉
聖
帝
（
◎
叩

d
中
音
）
、
岡
法
皇
(
R
岡
d
中
音
＿
）
、
闘
観
修
寺
(
R
薗

a
中
音
）
、
閥
侍
従
(
R
闊

つ
か
せ
（
◎
暉
b
位
口
説
）
、
園
元

e年
（
暉
b
位
口
説
）
、
閾
七
日
の
(
R
暉

c
位
口
説
）

⑯
)
〔
ゥ
〕
ー
閥
醍
醐
の
(
R
叩
d
中
音
）
、
園
元
慶

(e暉
a

、
闊
ま
し
ま
し
(
R
暉

b
初
重
）

右
記
〔
甲
〕
の
詞
章
対
章
例
に
お
い
て
、
山
・
⑥
・
⑦
の
例
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
き
意
味
を
表
わ
す
。

山
ー
＠
1
6
頁
「
偏
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
猛
き
人
も
遂
に
は
亡
び
ぬ
」
の
部
分
は
、
R
R
R
⑲
R
⑱
⑱
R
R
⑯
R
R
①
④
の
諸
本
で

※ 説
明

晦
元
慶

a
初
重
）
、

佃簡

そ
の
前
の
例
と
同
様

(
R
暉

a

と
あ
る
。

5
 

ヒ
ト

3
5
a
 

~
一

、
閥
一
日
（
◎

個》

ヽ

069) 
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り
意
味
の

な
お
目
の
諸
例
は
「
平
家
正
節
と
前
田
流
本
と
の

に
重
点
を
お
い
た
も
の
だ
が
、
細
か
い

で
あ
る
。

一
方
、
⑩
や
⑯
⑱
⑱
の
小
秘
事
は
「
祇
園
精
舎

ヨ
ト
ル
）
及
び

と
見
ら
れ
る
。

※ 

こ

ル
ー
流
布
本
（
元
和
七
年
板
本
）

館
本
小
秘
事
、

山
ー
山

カ
ー
覚

訣
ー
波
多
野
流
詠
曲
師
伝

（
岩
波
大
系
本
）
、

こ
れ
ら
諸
本
の
中
、
⑱
や
R
R
⑩
R
R
①
R
は
小
秘
事
本
が
な
．
い
故
、

の
句
が
あ
る
故
、
そ
れ
を
と
り
上
げ
た
。

※
前
記
い
ー
（
諸
例
の
中
、
い
ー
り
は
「
祇
園
精
舎
・

ー
田
は
「
善
光
寺
炎
上
」
に
関
す
る
詞
章
比
較
で
あ
る
が
、

例
え
ば
⑳
の
例
の
場
合
、
R
R
l
⑲
な
ど
波
多
野
流
本
が
覚
一
本
以
下
一
っ
た
の
に
対
し
、
⑱
⑱
な
ど

は
時
房
刊
本
に
従
っ
た
わ
け
だ
が
、
平
家
正
節
は
波
多
野
流
本
と
同
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
聞
ー
固
は
、
そ
れ
ぞ
れ
⑱
及
び

平

曲

の

小

秘

事

の
如
き
事
情
も
あ
っ
て
、

は
次
の
如
く
、
個
々
の
例
に
よ

れ
ぞ
れ
に
比
較
の
対
象
と
す
べ
き

の
両
句
、
目
は
「
祇
園
精
舎

藤
ー
岸
部
検
校
門
人
藤
本
氏
写
本
小
秘
事
、
資
ー
京
都
府
立
資
料

尾
—
尾
崎
本
平
家
正
節
、
演
ー
早
大
演
博
本
（
い
也
ー
横
井
也
有

ヨ
ー
葉
子
十
行
本
（
朝
日
古
典
全
書
本
）
、

「
延
喜
聖
代
」

の
二
旬
で
あ
る
が
、
⑱
⑱
は
小
秘
事
以
外
の
冊
に

し‘

゜

の

ヨ
ト
ル
）
の
旬
を
含
む
故
、
そ
の
部
分
を
比
較
の
対
象
と
し
た
。

（ホ）

た
だ
そ
れ
ぞ
れ
に
「
祇
園
精

ト
ー
下
村
時
房
刊
本
（
古
典
全
集
本
）
、

の
中
、
＠

i
園
の
諸
本
及
び
⑱
は
波
多
野
流
本
で
あ
り
、
⑯
ー
⑱
の
諸
本
は
前
田
流
本
で
あ
る
。
ま
た
R
は
譜
本
と
し

て
は
前
田
流
本
と
見
ら
れ
る
が
、
詞
章
は
両
流
分
岐
以
前
の
師
堂
派
本
。
⑲
は
譜
本
と
し
て
は
波
多
野
流
本
だ
が
、
詞
章
は
妙
観
派
本

奥
ー
奥
村
俊
郎
氏
蔵
正
節
本
小
秘
事
、
秦
ー
秦
音
曲
紗
、
筑
ー
筑
波
大
学
蔵
師
堂
派
本
（
い
わ
ゆ
る
東
京
教
育
大
本
）
、
静
ー
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平

曲

の

小

秘

事

多
野
流
本
・
前
田
流
本
と
し
て
は
、
概
ね
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
と
し
て
R
及
び
⑯
の
二
本
を
と
り
上
げ
る
に

※ 切
の
山
ー
⑲
3
頁
初
重

よ
う
な
対
応
が
見
ら
れ
る
。

認
め
ら
れ
る
。

と
」
の
第
一
―

・
語
末
部
分
（
「
ド

右
記
り
ー
四
の
諸
例
は
＠
及
び
波
多
野
・
前
田
両
流
本
の
譜
記
対
応
関
係
を
巨
視
的
に
つ
か
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
故
、
波

勿
論
詳
し
く
見
て
行
く
と
、
波
多
野
・
前
田
両
流
と
も
、
譜
本
に
よ
る
差
が
そ
れ
ぞ
れ
に
認
め
ら
れ
る
。
特
に
波
多
野
流
本
と
し
て

※ 

よ
る
節
ハ
カ
セ
の
差
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
故
、

こ
こ
で
は

の
一
部
分
を
示
す
に
留
め
た
。

※ 

で
は
ハ
カ
セ
を
す
べ
て
〔
〕
で
包
ん
だ
。

0̂
〕
は
無
譜
記
部
分
を
示
す
。

〔
4
1〕
の
如
き
ハ
カ
セ
が
認
め
ら
れ
る
。

団
の
O
r
n
|
R
9
頁

に
関
し
、
R
で
は
〔

T
八〕

R
R
な
ど
波
多
野
流
諸
本
で
は

同

5
ー
⑩
6
頁
中
音
「
五
常
の
」
の
語
末
部
分
（
「
ノ
」
）
に
関
し
、

八
＠
は
こ
〕
、
R
は
〔
T
〕、

の
第
一
拍
部
分
（
「
卜
」
）
の
譜
記
に
関
し
、
八
＠
は
〔
〉
y
R
は
〔
T
〕、

〔
ろ
〕
＞

R
の
み
の
特
異
性
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
の
い
ー
（
諸
例
に
関
し
て
も
、

は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
き
意
味
を
表
わ
す
。

山
—
@
1
6頁
「
遠
く
」
の
部
分
に
は
曲
節
標
示
が
な
い
が
、
®
l
⑱
の

③
|
＠
4
頁
で
は

※ 

「
五
日
の
日
」

〔
丙
〕
の
譜
記
対
照
例
に
お
け
る
い
の
山
・
⑤
及
び
団
の
皿
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
き
意
味
を
表
わ
す
。

て
「
御
年
」
の
前
に
あ
る
。

の
前
に

「
初
重
」

の
標
示
が
あ
る
が
、
R
l
⑱
諸
本
で
は

※ 

〔
乙
〕
〔
丙
〕
の
示
し
方
も
大
体
は

の
そ
れ
に
準
ず
る
が
、

先
ず

は
そ
こ
に

に
準
ず
る
よ
う
な
面
が
あ
る
。

〔
ろ
〕
＞
と
い
う

の
標
示
が
あ
る
。

の
位
置
が
少
し
ず
れ

の
曲
節
標
示
対
照
例
に
お
け
る
山
・
③
の
例
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六
ー
一
参
考
ー
小
秘
事
諸
本
の
影
印
例

※ 
お
け
る
⑱
と
⑱
⑱
と
の
譜
記
差
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
⑮
や
前
田
流
本
と
し
て
の
⑱
な
ど
は
、
か
な
り
特
異
性
が
著
し
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
に
示
す
事
と
し
た
。

て
、
四
ー
国
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